
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１月１２日（火） 

【倉敷市青少年育成センター】 

  倉敷市西中新田６４０番地 

  TEL 426-3861 ／ FAX 421-6018 

№５    

少年補導委員の皆様をはじめ、関係諸機関の方々におかれましては、旧年中の青少年の

健全育成につきまして、ご理解とご協力をいただき深く感謝申し上げますとともに、厚く

む 

 

 

お礼申し上げます。本年も昨年度同様、お力添えくださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、今年は丑（うし）年です。干支の動物「牛」は、農耕作業や物資運搬の労働力として、古くから

人間生活に欠かせない動物であり、勤勉によく働く姿が「誠実さ」の象徴とされたことから、身近にい

る縁起のよい動物として十二支に加えられたそうです。また、「紐（ひも）」という漢字に「丑」の字が使

われており、「結ぶ」や「つかむ」、「つながる」などの意味を込めたともいわれています。 

 倉敷市青少年育成センターでは、誠実な活動 

に持続的に取り組み、深い愛情を基盤とした青 

少年たちとの「結びつき」を大切にしていきた 

いと思っています。特に、思春期や青年期は、 

心と身体（からだ）のバランスを保ちにくい時 

期であり、場面に応じた大人との適切なかかわ 

りは、青少年の健全な成長に「つながる」と考 

えています。今後とも、地域の方々や関係諸機 

関との協力体制をより強固なものとし、安心安 

全なまちづくり、成熟した社会環境の整備に努 

めてまいります。本年も、どうぞよろしくお願 

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

倉敷地区研修会／市庁舎 10階大会議室（R2.12.7）    

児島地区研修会／児島マリンプール（R2.12.15）    

昨年１２月、倉敷、水島、児島、玉島の４地区

において研修会を開催しました。今年度は、会

場を大会議室などで行うなど、密閉・密集・密接

の３密を避け、感染症対策を施した上で実施す

ることになりました。 

 

 

 警察署生活安全課や倉敷少年サポートセンターからは、昨年の補導状況や年末から年始にかけて留意

すべきことなどを詳しく説明していただきました。グループワークでは、各地区ともに情報及び意見交換

が活発に行われ、有意義な研修会となりました。今後の補導活動に生かしていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月の補導件数は１４３件（令和２年１２月２８日現在）で、前年度と比べて

５６件減少しました。行為別では、遅刻を含む怠学（怠業）が最も多く、粗暴・非

行 

 

行傾向というよりも、登校への意義を見出せず無気力となったり、不安やストレスを抱えたりしている児

童生徒が増えているように感じます。一方、喫煙行為が全体に占める割合は年々低下しており、５年間で

１１％減少しました。近年では、ＳＮＳ機能を利用した交友関係の広域化やトラブルが増加傾向にあり、

青少年の動きが潜在化することで、大人の目から見えにくくなっているという懸念があります。 

 

 

 

 

 本年度１月研修会を、１月２３日（土）午後１時３０

分から、ライフパーク倉敷において開催します。１２月 

 

 

初旬に案内を配布しておりますので、詳細は案内及び講師紹介をご覧ください。今回の講師は、倉敷翠松

高等学校参与の田上善朗（たうえよしあき）氏です。平成２９年には、倉敷市立学校の生徒指導担当の先

生方にもお話をいただきました。この度は、感染症対策を施した上で、発達障がいの視点をもった青少年

たちとの関わり方について、経験と理論に基づいた貴重なお話をしていただく予定です。 

 

 

 

 

 

２月２８日（日）午後１時３０分から、ライフパーク倉敷において開催

します。講演会の講師は、岡山学芸館高等学校参与の森美智子（もりみち

こ） 

 

 

こ）氏です。演題は「私が変われば子供は変わる～抱きしめる子育てのすすめ～」です。

後日、倉敷ケーブルテレビと玉島テレビ放送でも放送予定です。詳細は、倉敷市教育委員

会生涯学習課ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

倉敷市青少年育成センターでは、各警察署生活

安全課少年補導員、倉敷少年サポートセンター、

公立及び私立高等学校の先生やＰＴＡ保護者と

共同し、乗車マナーの向上を目指して「広域列車

補導」を実施しています。今年度は、第２回まで

を中止し、第３回（９月）から再開しており、第

８回（２月）までを予定しています。 

補導活動の実施区間は、ＪＲ西日本及びＪＲ四

国と水島臨海鉄道、井原鉄道の計４社、５路線に

及びます（左下図）。また、一般社団法人「日本民

営鉄道協会」では、毎年「駅と電車内のマナーに

関するアンケート」を実施しており、昨年の結果

が１２月１７日に公表されました（下表）。 

乗車マナーの向上を目指し、毎年、声掛けと啓発ティッシ

ュを配布する。今年度は、新型コロナウイルス感染症の影
響から配布を見送りました。（写真は昨年度） 

１位
 座席の座り方
 (詰めない，荷物を置く，足を広げる等)

37.8%

２位  騒々しい会話，はしゃぎまわり等 33.9%

３位
 乗降時のマナー
 (奥に詰めない，扉付近で妨げる等)

28.7%

４位  周囲に配慮せず咳やくしゃみをする 24.9%

５位
 スマートフォンの使い方
 (歩きスマホ，混雑時の操作等)

23.2%

６位  荷物の持ち方，置き方 21.0%

令和２（2020）年

アンケートの質問は、「あなたが電車を利用する場

合、迷惑と感じる行為を３つまでお知らせくださ
い」で、上位６つが上表の結果です。また、今年度
は新型コロナウイルス感染症に関する質問を追加

し、「あなたが電車利用時に気になること」として、
「マスクの未着用」が圧倒的多数を占めました。 

ＪＲ総社駅 

ＪＲ鴨方駅 ＪＲ新倉敷駅 ＪＲ倉敷駅 ＪＲ中庄駅 ＪＲ岡山駅 

ＪＲ茶屋町駅 

ＪＲ児島駅 

ＪＲ坂出駅 

栄駅 

吉備真備駅 矢掛駅 【伯備線（倉敷～総社）】 

【井原鉄道（矢掛～清音）】 

【山陽線（倉敷～鴨方）】 

【山陽線（中庄～新倉敷）】 

【山陽線（倉敷～岡山）】 

【水島臨海鉄道（倉敷市～栄）】 

【瀬戸大橋線（茶屋町～児島）】 

【瀬戸大橋線（児島～坂出）】 

毎月の「広域列車補導」では、日常で見か

けることのない高校生の様子や、高校の先生

方との貴重な情報交換の場になっています。

ときには駅で喫煙行為を目にすることもあ

りますが、どの学校の生徒さんも乗車マナー 

がとても良い印象です。今年度については、各学校で指導されているからだと思いますが、車内で大

声を出すこともなく、吊り皮もなるべく持たないように意識しているように感じます。コロナ禍の窮

屈な毎日にもかかわらず、多くの高校生の頑張っている姿を見て、とても頼もしく感じています。 

 

 

 

青少年育成センター  
補導員 金光 広行  
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